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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人福祉セン

ター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除く），港区在宅サ

ービスセンター（弁天２-１５-１），築港在宅サービスステーション（築港２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-

１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），

韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６），港カギ防犯センター（港晴 1-4-8,磯路 2-11-3） 
 

 

 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★若い世代のもてなしの中、高齢者が舞台の

出し物に拍手を送り、抽選会に一喜一憂した

「弁天敬老大会」（６頁）。事情で祝い品を配る

だけの地域もありますが、「集まり合うことを

やめたりせず…互いに励まし合い―」と聖書

にもあるように、人間一カ所に集うことの意義

はやはり大きいと思われたイベントでした。 

★とはいえ、ただ集まればいいというもので

もありません。戦後港区の区画整理の歴史を

区民の心に留めようという記念施設の中身を

話し合う「ワーキング」（１頁）。メンバーの声に

もあったように、区民の声を聴く区長の姿勢

や、参加者の活発な討論は歓迎できるものの、

民間企業に議論進行を託す手法や、歴史展示

より交流やイベントへ流れる論議内容が正し

く調整されていくことが求められます。 

★「女（男）心と秋の空」とはよく言いますが、

秋空との相性でいえばやはり子供。昼空の下

では健全な遊びに、夜空の下では不思議な宇

宙に、それぞれ歓声を上げた「わんぱくまつり」

（８頁）と「星空観察会」（１２頁）。検討すべき課

題もありますが、ぜひ続けてほしい催しです。 

★そして、そんな続けてほしい催しのダントツ

が藤かほりさんの「盲導犬チャリティ」（２６頁）。

｢世のため人のため｣の想い溢れる会場の得も

言われぬ温もり。紙上に再現してみました。 
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